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事業年度事業年度事業年度事業年度にににに係係係係るるるる業務実績評価業務実績評価業務実績評価業務実績評価（（（（年度評価年度評価年度評価年度評価））））のののの概要概要概要概要 

１１１１    趣趣趣趣    旨旨旨旨 

公立大学法人熊本県立大学は、地方独立行政法人法(以下「法」という。)第 28 条第 1

項及び公立大学法人熊本県立大学の業務運営並びに財務及び会計に関する規則（以下「規

則」という。）の規定により各事業年度における業務実績について評価委員会の評価を受

ける必要があり、今回、6 月に提出があった業務実績報告書に基づき平成 23 年度の業務

実績評価を行うもの。 

評価委員会は、法人が行う業務の公共性及び業務運営の透明性の確保を図るために、

各事業年度終了時において業務実績評価を行い、その結果を通知、報告、公表すること

とされている。 
    

２２２２    手続手続手続手続にににに係係係係るるるるイメージイメージイメージイメージ図図図図    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

①①①①業務実績業務実績業務実績業務実績

報告書提出報告書提出報告書提出報告書提出    
    

法法法法 28282828 条条条条 1111 項項項項    

規則規則規則規則 6666 条条条条    

    

④④④④    報報報報    告告告告    
 

 

法法法法 28282828 条条条条 4444 項項項項    

 

    

    

    

公立大学公立大学公立大学公立大学

法人法人法人法人    
 

    

    

    

設立団体設立団体設立団体設立団体のののの

長長長長    
(熊本県知事) 

    

    

    

評価委員会評価委員会評価委員会評価委員会    
 

 

資料資料資料資料１１１１－－－－１１１１    

⑤⑤⑤⑤    公公公公    表表表表    

((((ﾎｰﾑﾍﾎｰﾑﾍﾎｰﾑﾍﾎｰﾑﾍ ﾟ゚゚゚ｰｼｰｼｰｼｰｼ ﾞ゙゙゙

等等等等))))    

法法法法 28282828 条条条条 4444 項項項項    

 

    

自己評価自己評価自己評価自己評価    

    

②②②②    評評評評    価価価価    

    

法法法法 28282828 条条条条 1111 項項項項

及及及及びびびび 2222 項項項項    

②②②②----2222    総合的総合的総合的総合的なななな評定評定評定評定    

【【【【項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価】】】】    

・・・・検証結果検証結果検証結果検証結果をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、大項目大項目大項目大項目ごとにごとにごとにごとに１１１１からからからから４４４４のののの４４４４段段段段

階階階階でででで評価評価評価評価    

・・・・教育研究教育研究教育研究教育研究はははは、、、、特筆特筆特筆特筆すべきすべきすべきすべき点点点点やややや改善改善改善改善すべきすべきすべきすべき点等点等点等点等をををを    

記載記載記載記載    

【【【【全体評価全体評価全体評価全体評価】】】】    

・・・・項目別評価項目別評価項目別評価項目別評価をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、、、、総合的総合的総合的総合的にににに評価評価評価評価    

        →→→→        業務実績評価書取業務実績評価書取業務実績評価書取業務実績評価書取りまとめりまとめりまとめりまとめ    

⑥⑥⑥⑥議会議会議会議会へへへへ

のののの報告報告報告報告    

    

法法法法 28282828 条条条条 5555 項項項項    

 

    

③③③③    通通通通    知知知知    
 

 

法法法法 28282828 条条条条 3333 項項項項    

 

②②②②----1111    調査調査調査調査・・・・分析分析分析分析    

・・・・業務実績報告書業務実績報告書業務実績報告書業務実績報告書をををを基基基基にににに検証検証検証検証    

・・・・教育研究教育研究教育研究教育研究はははは、、、、進捗状況等進捗状況等進捗状況等進捗状況等にににに対対対対するするするする特記特記特記特記をををを行行行行うううう。。。。    
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【【【【参参参参    考考考考】】】】 

地方独立行政法人法地方独立行政法人法地方独立行政法人法地方独立行政法人法 

（（（（各事業年度各事業年度各事業年度各事業年度にににに係係係係るるるる業務業務業務業務のののの実績実績実績実績にににに関関関関するするするする評価評価評価評価））））        

第２８条 地方独立行政法人は、設立団体の規則で定めるところにより、各事業年度における業務

の実績について、評価委員会の評価を受けなければならない。 

２ 前項の評価は、当該事業年度における中期計画の実施状況の調査をし、及び分析をし、並びに

これらの調査及び分析の結果を考慮して当該事業年度における業務の実績の全体について総合

的な評定をして、行わなければならない。 

３ 評価委員会は、第１項の評価を行ったときは、遅滞なく、当該地方独立行政法人に対して、そ

の評価の結果を通知しなければならない。この場合において、評価委員会は、必要があると認め

るときは、当該地方独立行政法人に対し、業務運営の改善その他の勧告をすることができる。 

４ 評価委員会は、前項の規定による通知を行ったときは、遅滞なく、その通知に係る事項（同項

後段の規定による勧告をした場合にあっては、その通知に係る事項及びその勧告の内容）を設立

団体の長に報告するとともに、公表しなければならない。 

５ 設立団体の長は、前項の規定による報告を受けたときは、その旨を議会に報告しなければなら

ない。 

    

公立大学法人熊本県立大学公立大学法人熊本県立大学公立大学法人熊本県立大学公立大学法人熊本県立大学のののの業務運営並業務運営並業務運営並業務運営並びにびにびにびに財務及財務及財務及財務及びびびび会計会計会計会計にににに関関関関するするするする規則規則規則規則    

（（（（各事業年度各事業年度各事業年度各事業年度にににに係係係係るるるる業務業務業務業務のののの実績報告実績報告実績報告実績報告））））    

第６条 法人は、法第２８条第１項の規定により各事業年度における業務の実績について熊本県

公立大学法人評価委員会条例(平成17年熊本県条例第37号)第１条の熊本県公立大学法人評価委

員会(以下「委員会」という。)の評価を受けようとするときは、前条第１項の年度計画に定め

た事項ごとにその実績を明らかにした報告書を当該事業年度の終了後３月以内に委員会に提出

しなければならない。 
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平成２３年度公立大学法人熊本県立大学 業務実績報告書の概要 
(見直し版) 

 

評価委員会事務局において、業務実績報告書の中から、顕著な取組や改善が望まれる取

組等、６つの評価の視点で概要をとりまとめたものに、評価委員の意見を反映したもの。 

※複数の視点に合致する場合は、便宜上、若番を優先に整理。 
 

評価の視点 番 号(※) と 評 価 事 項   【計２２項目】 

 
①顕著な取組・成果 
 【顕著】   ２項目 
 

24  管理栄養士国家試験合格率９０％以上を達成 

34 法人化後に設置した文学研究科博士後期課程で、「博士(文学)」の学

位を初めて授与 

 
②独自の取組 

〈独自〉  １項目 
 

６ 20 21 22 23 98  「大学生の就業力育成支援事業」を活用した学生

の地域連携型卒業研究の推進 

 
③新たな取組 
 （新規） 
            ４項目 
 
 
 

８  TOEIC®スコアの向上に向けた取組 

81 93 95 99 162 ＣＰＤセンターの整備と社会人向けＣＰＤプログラ

ムの推進 

109 141 ＬＬＣ（Language Learning Commons）の整備による語学学習

支援機能強化に向けた取組 

147 法人独自の事務職員採用による事務組織機能の充実 

 
④着実な取組・成果 
  「着実」 
 
           １０項目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 41 カリキュラム・ポリシーの明示に向けたカリキュラムの検証 

52 キャップ制導入に向けた取組と文学部における導入の決定 

56 図書館の開館時間拡大 

57 76 162 171 施設・設備等の計画的な更新 

64 74 156 科学研究費補助金の応募率９７％に上昇 (移動←①) 

65 100 101 祥明大學校とのフォーラム開催等による国際化の推進 

84 「連携教育研究推進制度」による地域企業等との共同研究推進 

85 「ジェーンズ来熊１４０年記念シンポジウム」を通した地域文化研

究成果の発信 

116 学生の定期健康診断受診率向上及び保健センター改善の計画策定 

121 122 企業と教職員の意見交換会等就職支援の強化 

146 教員に係る任期制の推進 

154  熊本県立大学未来基金の今後の方向性の決定 

167 自己点検評価及び認証評価結果を反映した第２期中期計画策定  

(追加) 

 
⑤報道等から注目 
された取組 
〔注目〕   １項目 

86 87 89「地域連携シンポジウム」を通した地域貢献活動の点検・総括

(移動←④) 

４ 30 大学院博士後期課程秋季入学制度実施に向けた取組 

 
⑥改善が望まれる 
取組 
《課題》   ４項目 

８  TOEIC®スコアの向上に向けた取組 

28 新たな単位互換制度の検討 

71 144 教員表彰制度の取組 (追加) 

155 外部資金獲得増に向けた取組 (移動←①) 

※番号は、業務実績報告書の年度計画の番号と一致します。 

参参参参    考考考考    
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平成平成平成平成２３２３２３２３年度年度年度年度業務実績評価業務実績評価業務実績評価業務実績評価にににに対対対対するするするする評価委員評価委員評価委員評価委員のののの追加意見追加意見追加意見追加意見    
 

 

１ 特筆すべき点や改善すべき点、法人の自己評価に対する意見 

 

事業番号 意  見  欄 

７１ 

１４４ 

 

(教員評価、

給与・処遇

への反映) 

「課題」とすべきではないか。 

 年度計画で述べている「・・ベストプロフェッサー賞を運用する」、「サバ

ティカル休暇制度の実施を検討する」を実施していない。 

教員表彰は学外に対しても意味のあることであるから、教員表彰の内容、

方法等を検討して、実施することを課題とする。 

 

 

１５４ 

 

(収入確保、

未来基金) 

 

「着実」とするほどの内容ではないのでないか。 

 

 

１５５ 

 

(外部資金

獲得件数・

獲得額増) 

 

評価がＢで「顕著」は整合しない。 

「着実」にして、課題も含める。例えば、「科研費応募率は９７％とほぼ全

員の応募率となったが、獲得額増加に向けて一層の努力が期待される。」 

 

 

 

 


